
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（横浜市史資料室の資料から） 

 

 

 

 

 

 

被災者が語る関東大震災 

第 101回 防災まちづくり談議の会 
http://darumajin.sakura.ne.jp/ 

関東大震災から９０年 パート２ 

―新聞記者の体験記からー 

講師：吉田 律人氏 

横浜開港資料館 調査研究員 

 1923（大正 12）年 9 月 1 日に発生した関東

大震災で、横浜は激震と一昼夜にわたる火災に見

舞われ、多くの人々が住む家を失いました。 

関東大震災の体験は人それぞれです。 

被災者が残した記録やエピソードから、横浜の関

東大震災の一端をご紹介します。 

東日本大震災から 2 年 8 か月が経過し、改めて防災・減災について 

「市民みずからの積極的な行動」の必要性が問われています。 

 

主催 防災塾・だるま 
 

◆日時：2013年 11月 29日（金） 

18：00～19：3０ 

◆会場：神奈川大学 1号館 301号室 

◆費用：100円（資料代） 

◆自由にご参加ください。 
住所：横浜市 神奈川区六角橋 3-27-1 

写真資料：開港記念横浜会館（横浜市史資料室所蔵/前川淨二家資料） 


